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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松代城跡 城跡 江戸時代
石垣、 礎石、 外堀 陶磁器、 土器・土製品、 石

など 製品(五輪塔)など

松代城跡花の丸想定地内において、下水道建設に伴う遺跡の確認調査を実施した。 調査では、石垣や堀

要 約 跡、を確認し、 堆積土層から花の丸曲輪地が推定された。 また花の丸御殿の礎石と想定される石材も数点

確認することができた。
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